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NONFUNCTIONING ADRENOCORTICAL  ADENOMA  : 
        A REPORT OF TWO CASES
         Shigeto TANAKA and Ryoji YASUMOTO 
From the Department of Urology, Osaka Municipal Kita Citizen's Hospital 
    Tatsuya NAKATANI, Yoji MORIKAWA, Seiji WADA 
              and Masanobu MAEKAWA 
From the Department of Urology, School fMedicine, Osaka City University
    Two cases of nonfunctioning adrenocortical adenoma are herein reported. The adrenal tumor 
was found incidentally by computed tomography in both patients. Preoperative evaluation revealed 
that both patients had neither abnormal values in a variety of adrenal function studies nor 
any recognizable clinical signs associated with adrenal tumor. Following a definitive diagnosis of 
nonfunctioning adrenal tumors, surgical extirpation was performed in both cases. Histopatholog-
ical finding was adrenocortical adenoma. Nonfunctioning adrenocortical tumor will be found 
more frequently with the increasing use of computed tomography in ordinary clinical practice. 
The management of nonfunctioning adrenocortical tumor is briefly discussed. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1167-1172,1989
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緒 言
内分泌非活性副腎皮質腺腫はほとんど症状を示さな













入 院 とな る,
入 院 時 現 症:身 長147cm,体 重56.Okg,血圧148/
80mmHg,脈 拍60/分,整.胸 部 理 学 的所 見 に異 常 認
め ず.肝 脾 お よび 両 腎 は 触 知 せ ず.多 毛,満 月様 顔
貌,皮 膚線 条 な どは 見 られ なか った.






皿9/dl,P3.omg/dl,空腹 時 血 糖98・ng/dl.尿所 見;
黄 色 透 明,pH6,蛋 白(一),糖(一),潜 血(一).
沈 渣 で は 赤 血 球1-2/hpf,白血 球o-1/hpf,上皮(一),
円柱(一).尿 細菌 培 養 陰性.尿 細 胞 診 陰 性.







X線 学 的 検 査:胸 部X線 像 異 常 な し.排 泄 性 腎孟 造
影 に て 両 腎 の 造影 剤 の排 泄 は良 好 で,腎 孟 腎杯 の形 態
に 異 常 を 認 め ず.腹 部CTに て 左 副腎 に 腫 瘍 を 認 め
る(Fig.1).肝腎 に は 異 常 を 認 め ず.選 択 的 左 副 腎
静 脈 造 影 を 試 み た が 充 分 な 所 見 は 得 られ な か った.
1311一ア ドス テP一 ルに よる 副 腎 ス キ
ャ ンで 左 副 腎 に強
い 取 り込 み を認 め,右 副 腎 に は ア イ ソ トー プ活性 が認
め られ なか った(Fig.2).以上 の 所 見 よ り内分 泌非
活性 左 副 腎皮 質 腫 瘍 と診 断 し,左 副 腎 摘 除術 を施 行 し
た.
手 術 所 見 ・同年3月14日,左 腰 部斜 切開 にて 後 腹 膜
腔 に達 した.腫 瘍 は 充実 性 で 被膜 に 被わ れ 周 囲 へ の 浸
霞
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現病 歴:1988年4月 頃 よ り左 背 部 痛 が 持 続 し当 院 内
科 受 診 腹 部CTに て 左 副 腎腫 瘍 を 指摘 さ れ 当科 入
院 と な る.
入 院 時 現 症:身 長164cm,体 重72.4kg,血圧132/
80mmHg,脈 拍72/分,整.胸 部 理 学 的 所 見 に 異 常 を
認 め ず.肝 脾 お よび 両 腎 は触 知 せ ず.外 性 器,前 立腺
は 視 触 診 上 異 常 を認 め ず 。
入 院 時 検 査 成 績:血 液 像;WBC6,000/mm3,RBC
451×104/mm3,Hb14.4g/d1,Ht41.3%,PltI5.3×




mg/dl・P3・5mg/dl,空腹 時 血 糖101mg/dl.尿 所
見;黄 色 透 明,pH6,蛋 白(一),糖(一),潜 血(一) .
沈 溢 で は 赤血 球1-0/hpf,白血 球o-1/hpf,上皮(一).
円 柱(一).尿 細 菌 培 養 陰 性 。 尿 細 胞 診 陰 性.
田中,ほ か:内分泌非活性副腎皮質腺腫





X線 学 的 検 査:胸 部X線 像 異 常 な し.排 泄 性 腎 孟 造
影 にて 腎 の 圧 迫 所 見 認 め ず.腹 部CTに て 左 腎 頭 側
に境 界 明瞭 な腫 瘍 を 認 め,左 副 腎 は 内腹 側 に 変 位 して
い る(Fig.4).肝腎 に は 異 常 を認 めず.選 択 的 左 副
腎静 脈 造 影 で は 左 腎 静 脈 合 流 部 よ り約3cm副 腎 側
に お い て血 管 の 円弧 状 の 走 行異 常 が認 め られ,直 怪3
cmの 副 腎腫 瘍 の存 在 が 認 め られ た(Fig.5).1311一
ア ドス テ ロー ルに よ る副 腎 ス キ ャ ンでは 左 副 腎 に 強 い
取 り込 み を 認 め た が,右 副 腎 の ア イ ソ トー プ活 性 は 抑
制 され て い た(Fig.6).
以 上 の 所 見 よ り内 分 泌 非 活性 左 副腎 皮 質 腫 瘍 と診 断
し,左 副腎 摘 除 術 を 施 行 した.
手 術 所 見:同 年6月13日,左 腰 部 斜切 開 に て 手 術 を









































摘 出標 本:大 き さ25×20×23cm,重さ13.lg.腫
瘍 の表 面 は粗 で 赤 黄 色,副 面 は 実 質 性 で 黄 色 で あ っ
た.
病 理 組織 所 見 ・腫 瘍 は 被 膜 に 被 わ れ,明 る い胞 体 を
有 す る 均一 なclcartypecellによ り構 成 され て い
た.核 の腫 大 や,hyper-chromasia,m量tosisは認 め
られ ず,組 織 診 断 はadrenocorticaladenomaであ
った(Fig.7)。























































































































































腫と表現する よりは,む しろ小島らの指摘の ごとく
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